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高齢者 の 味覚感受性 と食品嗜好

Taste　Sensitivity　and 　Food　Preference　of　the　Elderly
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　Effects　of　aging 　and 　gender　on 　taste　sensitivity　were 　assessed 　by　measuring 　detection　and 　recognition

thresholds 　Qf 　sodiunl 　 chloride ，　 sucrose ，　 and 　citric 　 acid ．　Also，　 relationship 　between 　each 　taste　 sensitivity

and 　food　preference 　was 　 examined ．　The　 subjects 　were 　22　 males 　and 　32　females　aged 　over 　65　and 　54
rnales　and 　54　fenlales　aged 　around 　20．Asignificant　overall 　effect　of　aging 　on 　the　taste　sensitivity 　was

found．　The　elderly 　people　showed 　statistically　significant　higher　detection　thresholds　for　sodiurn 　chloride

and 　citric 　acid 　and 　recognition 　thresholds　for　sucrose 　and 　citric 　acid 　than　the　young 　Qnes ．　There　was 　also

agender 　effect　on 　the　sensitivity　for　citric　acid；the　elderly 　males 　were 　less　sensitive 　than 　the　elderly 　fe−

males ．　All　threshold 　va！ues 　analyzed 　by　probit　method ，　except 　in　the　detection　threshold　for　sucrose ，　 were
the　following；young 　females，　young 　males ，　 elderly 　females　and 　elderly 　males ，　arranged 　in　ascending 　or−

der．　It　was 　recognized 　that　the 　subjects 　who 　were 　less　sensitive 　to　sodium 　chlQride ，　preferred　salty 　foods
such 　as

“
tsukemono

”
oピ

Lshiokara”
Inore 　than 　those 　with 　high　sensitivity ．　No 　relation 　was 　found　between

food　preference 　and 　tas匸e　sensi 匸iv比y ，

キーワード ： 高齢 者
／tthe

　elderly ；味覚 感度　taste　sensitivity ；食 品嗜好　food　preferencc ； 閾値　thresho！d

　我が国は す で に 高齢社会を迎 え，高齢化率 は 20％ を超

えて お り，2050年 に は 39．6％ に 達す る と予 想 され て い る。

高齢 者 が 健 康 に お い し く食事 を して い く こ と は，健 康 長 寿

に必 須 の こ とで あ り，また 生 活の 中で も楽 しみ の
一つ で あ

る 。 こ れ らの こ とから，高齢者の 食生 活や 食物選択 は 重要

な関心事 とな っ て い る 。

　高齢 に な る と，唾液 分 泌量
1−3〕

や 味蕾数
斗〕

が 減少 し，疾

患 や薬の 服 用
5）

，義歯 の 装着が多くな る な どに よ り味覚や

口 腔 内 感 覚 が 変 化 す る
3．617 ）

と言 わ れ て い る。味覚 は 食 物 を

識 別 し，食物 を摂 取 す る 行 動 や 生 命 を 維 持 して い くの に 欠

かせ な い 要素で あ る た め，自分 の 味覚感度 を知 る こ とは重

要 で あ る 。 こ れ まで に 行わ れ た高齢者の 味覚感受性 に つ い

て の 報告
s−12丿

は，加齢 に よ る味覚感受性 の 低下を示 して い

る もの が 多 い が，個 々 の 結果 は必ず し も
一

致 して い ない 。

　そ こ で 本研究で は，若年者 （19〜21歳）と 65歳以上 の

高 齢 者 を対 象 と し，味 覚感 受性 の 違 い や 性 差 を明 らか にす

る と と もに，食 品 嗜好 調 査 を行 い ，味 覚閾値 と食 品 嗜 好 と

の 関連 に つ い て も明 らか に しよ うと試み た 。
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調査対象および 方法

1． 対象者

　対象者 は，三 島市郊外 に あ る ケ ァ ホーム と沼津市にあ る

特定保健施設の 高齢者お よ び 三 島市在住 の 高齢者 54名 （女

子 32名
・
男子 22 名） で ，平均年齢 は 女子 77 ± 7．5 歳 （65

〜89歳），男子 74± 6．0 歳 （65〜85歳）で あ る 。 常用薬を

用 い て い る 人 が 多 く，男性 で は 22 人中 13人，女性 で は

32人 1卜25人 で あ っ た。血 圧 降 下 剤 や 胃腸 薬 ，便 秘 薬 が 多

か っ た が，平 均 閾値 に有 意差 が 見 られ な か っ た の で ，健康

な 高齢 者 と した。ま た，喫煙 や 飲 酒 に つ い て も調 べ た が，

多量 の 飲酒や，一
日 20本 以 上 の 多量 な 喫煙 者 は 見 られ な

か っ た 。 比較対象 は 19 歳か ら 21 歳 の 健康 な大学 生 108 名

（女子 54名
・
男子 54名） で ，平均年齢 は 女子 20 ± 0．6 歳，

男子 19、7± 1．0歳 で あ る。

2．　 呈 味 溶 液 濃度

　閾値 測 定 は，五 基 本 味 の う ち苦 味 ・旨味 を除 く三 種類 に

つ い て 行 っ た 。 甘昧 は シ ョ 糖 （和光純薬　試薬特級 ），塩

味 は塩化ナ トリウム （和 光純薬　試薬特級），酸味 は ク エ

ン 酸
一

水和物 （和光純薬　試薬特級） を用 い た 。 呈 味溶液

濃度 は ，log比 0．25 で ，塩味 10段階 （5．64 × 104M 〜1．0

× 10
．．1M

），甘味 10段 階 （1．78x10
−4M 〜3、17× 10

−LM
）

お よ び 酸 味 8段 階 （1．78 × 105M 〜1．0 × 10
−3’M ） の 溶 液

を用 意 した。閾値 の 測 定結 果 と氏 名，年 齢 ，飲 酒 状 況，喫

煙状況 常用薬 の 有無 と その 種類 につ い て はすべ て 聞き取

り，調査者が記入 した 、，

3．　 測定方法

　 学生 ・高齢者 ともに すべ て の 測定 に おい て ，一
対

・．
の 対
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面方式 で 行 っ た。また，室 温 は 25℃ 前後 に 設定 し，次 の

よ うに して 測定 した。

1）　検知閾値の 測定

〔1） 呈味溶液 10m ‘，蒸 留水 10　mt をそ れ ぞ れ 凵 に 入 れ，

　 5秒 間 味 わ っ て も らい ，吐 き 出 させ る。どち ら に 味が つ

　い て い る か （味 が 強 い か ） を答 え て も ら っ た 。 た だ し，

　 わか らない 場合 は わ か らない と答えて もら っ た。

（2＞ 誤答ある い は わか らない と答えた場合は 濃度 を 1段階

　上げる 。 正答の場合 は濃度を 1段階下げる 。

（3） 〔D〔2）を繰 り返 し行 い ，3 回正 答 が で た 濃度 を検知閾値

　 とす る 。 最 も低い 濃度か ら始 め ，量味溶液 と蒸留水 をだ

　す順番 は ラ ン ダム に行 い ，測 定の 直前お よび濃度を 変 え

　 る た び に蒸留水 で 口 をゆ す い で も ら っ た 。

2）認知閾値 の 測定

（1）検知閾値測定終了後，呈味溶液 の み を味 わ っ て もらい ，

　 それ ぞれ，次の よ うな味の 表現を して もらう。

　
・
塩味

……
し ょ っ ぱ い ，塩気が あ る な ど

　 ・甘味……廿 い

　
・
酸味

……
す っ ぱ い

  　誤答あ る い は わ か らない と答えた 場合 は濃度を 1段 階

　一Eげる 。 正答 の 場合 は濃度 を 1段 階 下げる。

（3〕 ロX2）を繰 り返 し行 い ，3 回 正 答が で た濃度 を認知閾値

　とす る。溶液の 味わ い 方 は，検知閾値 の 時 と同様 に行 な

　い ，呈味溶液 の 間 （濃度 を変える た び）に蒸留水で 口 を

　 ゆ す い で も ら っ た。

4． 嗜好調査

　嗜好調査 は，田 口
・
岡本 の 報告

13丿
を参考 に し，甘 味食

品 （よ うかん
・
饅頭 ・あめ ・ア イ ス ク リーム），酸味食品 （夏

み か ん ・レ モ ン ・グ レープフ ル
ー

ッ
・梅干），苦味食晶 （お

茶 ・ピーマ ン ・セ ロ リ ・パ セ リ）に つ い て は各4 品目，塩

味 食 品 （塩 辛
・
漬物 ・た ら こ

・
味噌汁 ・塩 鮭干物） に つ い

て は 5 晶 目を 選 出 した。また，それ ぞ れ に つ い て と て も好

き （2 点），好 き （1 点），まあまあ好 き （0点），あまり好

きで ない （
− 1点），大嫌い （− 2点）の 五 段 階 評 価 で質問

した 、、ア ン ケ
ー

トは 閾値測 定の 前 に 配布し，被験者自身に

記 入 して もらい 測定後 に 回収 した。

5． 統計解析

　検知
・
認知 閾値 お よ び ア ン ケ

ー
トの 集計 と 解析 は，

Excel お よ び SPSS の ソ フ トを使用 した。閾値の 平均 お よ

び 相 関分析 は，呈味溶液濃度が等差濃度溶液 で は な い の で ，

対 数変換値を用 い て 行 っ た 。 差 の 検定 は t検定お よ び一
元

配置 の 分散分析 で 行 い ，多重比較 は Tukyey 　HSD 検定 で

行 っ た 。

結果 お よ び考察

1，　 検知
・
認知閾値 につ い て

　性別
・
年齢別 三 味 の 検知閾値 の 平均値を図 1 に，認 知閾

値 の 平均値を図 2 に示 した。塩化 ナ トリ ウ ム とクエ ン 酸 の

検知閾値 は高齢者 に比 べ て 学生 の 方が有意に 低 か っ た 。 シ

ョ 糖 に つ い て も高齢者女子 よ り学 生 の 方 が 有意 に低 か っ

た。認知閾値 は シ ョ 糖 と ク エ ン 酸 は 学生 の 方が 高齢者 よ り

有意 に 閾値が 低 く，また塩化ナ ト リ ウム にお い て も高齢者

男 子 よ り有意 に 閾値が 低 か っ た。シ ョ 糖 の 検知閾値 を除 い

た すべ て の 閾値に お い て ，学生 女子，学生 男子，高齢者女

子，高齢者男子 の 順 に 感度が良か っ た。性差 に つ い て は，

学生 は 塩化ナ トリ ウ ム の 認 知 閾 値 に，高齢 者 は ク エ ン 酸 の

検知 閾値 と認 知閾 値 で 認 め られ，い ず れ も女 子 は男 子 よ り

感度が良か っ た 。 認知閾値 ／検知閾値 の 比率 （表 1） を見

る と，シ ョ 糖 は 1．71〜2．71，ク エ ン 酸 は 2．13〜2．60 と な

っ て お り，従 来 言 わ れ て い る比 率
14）

（1．5〜2．2） と近 い 値

で あ っ た。また 高齢者 の 比 率 は 学生 よ りわ ずか に 大 きくな

っ て い る が，男女の 値 は近か っ た。しかしながら，塩化 ナ

トリ ウ ム の 比率 は 4．74−・7．26 と大 きく，本調 査対象者 は

塩化ナ トリウ ム の 認知能力が 他 の 呈味物質に 比 べ て 低 い こ

とが 示 唆 され た。特に学生 男子の 塩 化 ナ トリ ウ ム の 比 率 は，

比 率の 年齢差，性差 の 傾向か らか け離れ て 大 きか っ た 。 こ

の 原 因 につ い て は 分 か ら ない が ，この こ とか ら学生 は塩化

ナ トリ ウ ム の 検知閾値 に 性差 は見 られなか っ た の に，認知
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a，b，c ：ア ル フ ァ ベ ッ トの 異 なる 閾値間に 有意差あ り（p く0．05）
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表 1．　 認知 閾値 ／検 知閾値の 比 率

塩 化ナ トリ ウ ム シ ョ 糖 ク エ ン 酸

学生女子

学生男子

高齢者女 了
一

高 齢者 男 子

4．747
．265
．635
．57

1．71　　　2．22
1．79　　　　2、13
2．13　　　2．60
2．71　　　2．57

閾値 で 性差 が 見 ら れ た もの と考え られ る。

　こ の ように 年齢 や性 別 の検知 ・
認知閾値 の 平均値 に 違い

が み られ た の で，プ ロ ビ ッ ト法 を用 い て パ ネ ルの 半数が感

知で きる 濃度 を 閾値 と して 濃度 （M ） とパ ーセ ン トを 求め

た 。 結果 を表 2 に 示す 。 シ ョ 糖 の 検知閾値 を除 い て ，学生

女子，学生男子，高齢者女子 ，高齢者男 子 の 順 に感度が よ

か っ た 。 い ずれ の 閾値 も性差 よ り年齢 に よ る 差 の 方 が 大 き

か っ た。

　以上 の 結果か ら，高齢者は塩化ナ トリ ウ ム，シ ョ 糖，お

よ び ク エ ン 酸の 感受性が 低下 して お り，特に クエ ン 酸につ

い て は 性差も認 め られ，高齢者男子 の 低 下 が著しか っ た。

Cooper ら
s｝

は，4 基本味 の 感受性 は 50 歳代後半 か ら低下

が 著 しい が 酸味 （塩酸） は 低 下 が 少なか っ た，また 性差 は

認 め られ な か っ た と報告 して い る。Weiffenbachら1［｝：1
は塩

化ナ トリウ ム と硫酸キ ニ ー
ネの 閾値 は わずか に有意 に上 昇

す る が，シ ョ 糖 と クエ ン酸 は 加齢 に よ る閾値 の 上 昇 は見 ら

れ ず，ただ クエ ン 酸は性差が見られ た と して い る 。 MQjet

ら
12 ／

は 塩化 ナ ト リ ウ ム とク エ ン 酸 に 対 し て 高齢者 は 有意

に 閾値が 上 昇 し，シ ョ 糖は 上 昇傾向が 認 め られ，また シ ョ

糖 は 性差 も 認 め ら れ た と して い る。一
方，岡本

・田 口

は
13’15’16）

塩化ナ トリ ウ ム ・シ ョ 糖 ・ク エ ン 酸 の 認知閾値 は

低年齢の ほ うが 低 く，ほ とん どの年齢層 に お い て 男性 よ り

女性 の 感度が良い 傾向を得て お り，本研究 と同様の 傾向で

あっ た 。 こ の よ うに，年齢お よび性別 と味覚感受性 の 調査

結果は ，全体的な味覚感受性の 低下 と い う点で は一
致 して

い るが，詳細 に つ い て は
一

致 して い ない 場合 が 多 い 。 こ れ

らの 要因 と して は，調査方法 の 違 い が 大 きくか か わ っ て い

る もの と考えられ る。すなわ ち調査対象者 の 人種お よ び数

年齢グ ル ープ，調査対象者の 体調，投薬 の 有無，義歯着装

の 有無と口 内衛生状態，呈味物質の 種類 と濃度範囲，検査

方法，統計解析方法 な どが 異 な っ て い る こ とが大きい と考

え られ る 。

　次 に ，全 口 腔法 を用 い 呈味物質が 本報告 と 同 じ物質で 濃

表 2 プ ロ ビ ッ ト法に お け る検知
・
認 知闘値

塩化 ナ トリウ ム シ ョ 糖 ク エ ン酸

n （人数） 検知閾値 （M ）

検知閾値 （％）

認知閾値 （M ）

認 知 閾値 （％ ）

検知閾値 （M ）

検知閾値 （％）

認知閾値 （M ）

認知 閾値 （％ ）

検知閾値 （M ）

検知閾値 （％）

認知 閾値 （M ）

認知 閾値 （％）

学生 女 子 542 ．14x10
−3

125 × 10
−210

．1 × 10
−3

5．88x10
−28

．04x10
−3

2、75× 10
−L14

．1 × 10
幽3

4．81 × 1Q
−13

．81 × 10
−5

8，01x1049
．37× 10

−5

19．7 × 10
−4

学生 男子 54 2．33× 10
−3

1、36× 10
．216

．8x10
−3

9．83 × lo
−29

．12× 10
−3

3，12 × 10
−［

16．1× 10
−3

5．51 × 10
−14

．54x10
．5

9．55XlO
−49

．82 × 10
−5

20．6x10
−4

高齢者女子 323 ，51 × 10
−3

2．05× 10
−221

．9× 10
−3

12．8× 10
−212

、1 × 10
−3

4．16x10
一

覧

26．5 × 10
−3

9．08刈 0
一

瓦

　　　　．
7．07× 10

−’

14．9× 10
一

 

　　　　．
19．2× 10

−°

40．4 × 10
−4

高齢者男子 223 ．89x10
一

ヨ

2．27x10228
．8× 10

−3

16．8x10
−2ll

．0 × 10
−3

3．78x10
−129

．9 × 10
−3

10．2x10
』4

　　　　．
11、0× 10

一の

23、2xlO
−4

　　　　．
28．6× 10

−∂

60．0× 10
−4
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表 3 検知閾値 の 比較

呈 味物質 塩 化 ナ トリ ウ ム （mM ） シ ョ 糖 （mM ） ク エ ン 酸 〔mM ）

本研 究 　　 Mojet ら　　Weiffenbach ら

糸吉果 ＊ 1　　（2001）＊ 2　　　　（1982＞＊ 3
本研 究　 MQje 匸ら　 Weif「enbach ら

結果　　　（2001）　　　 （1982）

本 研究 　MQjetら　 Wei 旋 nbach ら

結果　　　（2001）　　　 （1982）

学生 女子

学生 男子

高齢者女子

高 齢 者 男 子

2，853
．105
．245
、35

5．725
．077
．9314
．4

2．49

6．09

11．ll2
，ll6
．6

王4．8

11．415
、313
．323
．8

5．92

O，05170
．06140
．1000
．152

0，1340
．1450
．1770
．267

Q．07310
，1340
、1〔〕20
．164

＊ 1　被験者の 年齢お よ び 人数　本文参照

＊ 2　被験 者の 年齢お よび人数 　若年者 19歳〜33 歳　男子 11 人　平 均年齢 26．5 ± 3．6歳 　女子 11人 　平均年齢 　23．2± 3、3歳

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　高 齢 者 60歳〜75歳 　男子 10 人　平均 年齢 66．O ± 3、6 歳　女子 11人　平均年齢　64．6 ± 4．2 歳

＊3 被験者 の 年齢お よび入 数 　若 年 者 23歳
〜45歳　男 子 16人　　　　　　　　　　　女 了

．15人

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　高齢 昇 66歳〜88歳 　男子 16人　 　　　 　　　　 　　　 女 子 10人

　 Weiffenbachの 報 告 で は塩 化ナ トリ ウ ム の 検知閾値は 年齢差は ある が ，性差は 認め られ な か っ た の で ，若年者 と 高 齢 者 の 平 均

　 値 を表示。

　 シ ョ 糖 は 年齢 お よ び 性 に よる差 は認 め られ なかった の で、全体の
’r均値 を表示 n ク エ ン酸 に つ い て は年齢 に よ る 差は無 か っ た

　 が 、性差 が 認 め ら れ た の で 、年齢、性 別 の 検知閾値 を表 示。

度範囲 も近 似 の 過去 の 報告 の 閾値 と比較 した 。 表 3 に示す

よ うに，塩 化ナ トリウム に つ い て は MojetらLZ）
の 報告 に

比 べ て 本報告 は学生，高齢者 ともに 少 し低値 を示 して い た

が，WeiffenbachらLol
も含め て 大 きな違 い は なか っ た。シ

ョ 糖 に つ い て も高 齢 者 男 子 を 除 い て Mojet ら
12｝

と は ほ ぼ

同 程 度 で あ っ た が，Weiffennbach ら
m 〕

の 報告 と は 2 倍以

上 の 差があ り，また年齢差が 見 られ ない とい う点 に お い て

も異 な っ て い た 。 ク エ ン 酸 に つ い て は Weiffenbachら LD）

の 結果 と学 生 男子を除い て ほ ぼ等 しか っ た 。 こ の 原 因 と し

て は，本報告 で は 若年者 は 19歳〜21歳 （平均 19．7 歳 ）

の 男子 で あ る の に 対 して，彼 ら の 報告は 23歳〜45歳 の グ

ル
ー

プで あ る こ とが 影 響 して い る もの と考 え られ る 。閾値

は年齢 や 性 別 ，測 定方 法 に よ っ て 影響 を受 けや す く文献 に

よっ て も幅 が あ る 。 今回の 比較からもそれ らの 影響が見ら

れ た 。 本研究 の 結果 は，塩化 ナ トリ ウム とク エ ン 酸 に つ い

て は Weiffenbach ら
lo｝

と ほ ぼ 近似 の 値 を示 し て お り，シ

ョ 糖 につ い て は Mojetら12／’
とほ ぼ 等 しい 値 を示 して い た。

2．　 閾値 の 相関 に つ い て

　呈 味 溶 液 の 濃 度 を対 数変換 し，閾値 の 間 の 相関 を検討 し

た。閾値 合 計 に つ い て は ク エ ン 酸の 濃度範囲 を他 の 2 種 の

呈 味物質 と同等 に す る た め に，100 倍 して 対数変換 した値

を用 い た 。 Mojet ら
12）

は 10種類 の 呈味物質の 検知閾値 問

の 相関を調べ た結果 若者 に比 べ ，高齢者の ほ うが，よ り

多 くの 物質問で 相 関 が認め られ た と報告して お り，本報告

で 用 い て い る 3 つ 物質問 に お い て も，高齢者 は シ ョ 糖 と ク

エ ン 酸の 検知閾値 問 を除 い て 有意な相関が 認 め ら れ た が，

若者 は塩 化 ナ トリ ウ ム ，シ ョ 糖，クエ ン 酸の い ずれ の 組み

合 わ せ で も有意 な相関は 認め られ な か っ た と して い る 。

一一・

方，本 報告の 結果 に お い て は （表 4），学生 は塩 化ナ トリ

ウム と シ ョ 糖 の 問 で ，高齢者 は シ ョ糖 とク エ ン 酸 の 間で 有

意な 相 関 が 認 め られ ，Mojetらの 結果 と は一
致 しな か っ た 。

しか しな が ら 3 つ の 呈 味物質の 閾値 合 計 と各閾値問で は 学

生 お よ び 高齢者 で 共通 して 高い 相 関が 認 め ら れ た こ とか

ら，こ の 3 種 の 呈味物質に お い て は ，全体的に 味覚感受性

の 良い 人 は個 々 の 呈味物質 につ い て も感度 の 良い 傾 向で あ

る こ とが 示唆 され た。

3． 食品嗜好 につ い て

　甘 ・塩 ・酸 ・
苦味 そ れ ぞ れ 代表的 な食品に つ い て その 嗜

好度 を点数化 し，そ れ ぞ れ の 食品 の 平均点 を性別
・
年齢別

に 示 した の が 表 5 で ある 。甘味食品の 中で は ，よ うか ん に

つ い て は 5％ の 危険率 で 高齢者の 方 が 有意 に 好 ん で い る こ

とが 分か っ た 。 饅頭 につ い て は ，高齢者男子 は 学生 よ りも

有意 に 好 んで い た。ア イ ス ク リーム につ い て は，全体的 に

嗜好度 は高 く，特 に 学生 女子 は 高齢者男 子 よ り有 意 に好ん

学生

表 4．　 検知 閾値 間 と三 味の 検知閾値合 言1との 相関

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 高齢者

塩化 ナ トリウ ム　 シ ョ糖　 クエ ン 酸 塩化 ナ トリウ ム 　 シ ョ 糖 　 クエ ン 酸

シ ョ 糖

クエ ン酸

三味合計

0．32’＊＊

0．120
、66
榊

0、100
，71
＊＊＊

　　　0．63
＊＊＊

シ ョ 糖

ク エ ン 酸

三 味合計

0，140
．180
．67＊ ＊＊

0．33＊

O，65＊ ＊＊

　　　0，75＊ ＊＊

＊
p ＜ 0．05　　　

＊＊＊
　　く O．001

r 味 合 計；log（塩 化 ナ トリ ウ ム の 検知閾値）＋log（シ ョ 糖の 検 知閾値）＋log〔100　x クエ ン酸の 検知閾値）

24 （244）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Society of Cookery Science

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Cookery 　Soienoe
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で い た 。 酸味食品 の 中で レ モ ン は全体的 に嗜好度が低 か っ

た。グ レ
ー

プ フ ル
ー

ツ に つ い て は，学生女子 は 学生男子 と

高 齢 者 男 子 よ り も有 意 に好 ん で い た。梅 干 に つ い て は，有

意差 は示 され なか っ た が 高齢者女 子 が 好 む傾 向 を示 して い

た 。 塩味食品 につ い て は，塩辛 は 全体的に 嗜好度が低か っ

た。そ の他 の 塩味食品 は，性別 ・年齢別 に 有意差 は な く全

体的 に好 まれ て い た。苦味食品 につ い て は，お 茶 の嗜好度

は 他 の 食品の 嗜好度に 比 べ て 高く，す べ て の 群で 好まれ て

い た 。 セ ロ リ とパ セ リ に つ い て は，高齢者女子の 嗜好度 の

平均得点 は プ ラ ス で あ っ た が，他の 群 で は すべ て マ イ ナ ス

を示 し嗜好度 は低か っ た。食品の 嗜好傾向 につ い て 性差 は

少 な い が，年齢 の 差 は 大 きい
1η

と言 わ れ て お り，今回の

結果 か ら も同 じ よ うな傾向が 見 られ た 。 特 に，甘味食品に

対 して 老若 の 違い がみ られ，高齢者 は，よ うかん
・
饅頭 と

い っ た 従来 か ら 日本 で 食べ られ て い た 甘味食 品 を好 ん で い

た。岡本 ・田 凵 の 報 告
15）

で は，男 児 よ り女 児 の 方 が グ レ

ープ フ ル
ー

ッ な ど の 柑橘類の 嗜好度 が 高い 結果 を得 て い る

が，今回の 結果か らも，学生 の 性別 に よ り嗜好度 に差がみ

られ たの は グ レ ープフ ル
ー

ツ で あ り，夏み か ん も有意差 は

無 か っ たが，女子 の 方 が好ん で い る こ とか ら幼児 と同 じ傾

向が 見 られ た。セ ロ リ や パ セ リは
一

般 的 に 好まれ な い 味で

あ る が ，学生 が 特 に 好 ん で い な い の は，野菜 の 苦味 に 対す

る 食経験 が 少ない こ とが 影響 して い る と考 え られ る 。 高齢

者女 fが セ ロ リ，パ セ リ を含 め た 苦味食品を男子 よ り好む

傾 向を示 して い る こ と は，高齢者の 味の 嗜好性に お い て，

女子 は 男子 よ り有意 に苦味 を好 ん で い る と い う楢崎 ら
18）

の 報告 と一
致 して い る 。

4．　 味覚感受性と食品嗜好 に つ い て

　認知閾値 と嗜好食品 の 関連性 をみ る た め に ，プ ロ ビ ッ ト

法 に よ り求 め た各味の 認知閾値 よ り低 い 閾値を示 した グ ル

ープを高識別 能，高い 認知閾値を示 した グ ループを低識別

能と し二 つ の グ ループ に分 け た。食品 の 嗜好傾向は年齢に

よる 差 が 大 きい 傾向が 認 め られ，また，閾値に つ い て も性

差 よ り年齢 に よ る 差の ほ うが 大 きい こ と か ら，学生 と 高齢

者 に 分けて 検討 した 。 グ ル
ープ毎 に 各食品の 嗜好度 の 得点

平均 を だ し，両 者 を比較 した。感受性 の 違 い に よ る 食品の

嗜好度 に つ い て 表 6，表 7 に 示す結果 を 得 た。学 生 に つ い

て は （表 6）3食 品 に つ い て 有意差 が 認 め られ た。グ レー

プ フ ル
ー

ツ は，酸味 の 高識別能者 と低識別能者 と の 間 に，

5％ の 危 険 率で 有意差が み ら れ，感度が 低 い 人 の ほ うが グ

レ
ープ フ ル

ー
ツ の 嗜好度が 低 か っ た 。 塩辛 に つ い て は，塩

味 の 感度が 低 い 人 の 方が 1％ の 危険率 で 嗜好度 は 高 か っ

た 。 また，漬物 に つ い て も有意差 は なか っ た が，低識別能

の グ ル
ープ の 人 の 方が 好 む 傾向を示 した 。 セ ロ リ は ，5％

の 危険率で有意差 が み られ，塩味感度 の良い 人 の 方が好ん

で い た。高齢者 に お い て は （表 7）2 食品 につ い て有意差

が 認 め られ た。漬物 に つ い て は，塩 味 の 高識別能者 と低識

別能者 との 間に 5％ の 危険率 で 有意差 が み ら れ，感度の 低

表 5，　 性別
・年齢別食品嗜好の 比較

学生男 　　学生 女　 高齢 者男 　高 齢 者女

よ うか ん 　　　　 一
〇、26a 　−O、17　 a

　　O．82　 b
　　O．53　 b

食曼頭　　　　　　　　　　　一〇．06　u

あめ 　 　 　 　 　 　 0．35
ア イ ス ク リ

ー
ム 　 　 1．04abO

．15　　　　　0．82　b　　　O．47　／t：

0．5 　　　　　0．55　　　　0．41
1．46　b

　　　O、77　a

　　　o．97　／】b

夏み か ん

レ モ ン

グ レ
ー

プ フ ル
ー

ツ

梅 干

〔〕．46　　　　　0．76　　　　　0．55
0．13　　　　0．15　　　　 0．09
0．46　a

　　　l．og　b
　　　O．45

0．13　　　　　0、31　　　　　0，36

O．440
．030
．53abO
．66

塩 辛

漬物

た らこ

味噌汁

塩鮭十 物

0，04　　　　−0．37
〔〕、57　　　　　0．54
0．63　　　　　0，69
1、17　　　　　0．81
〔｝．83　　 　 0．65

0．14　　　　
−0．03

0、77　　　　　　0．91
0．23　　　　　0．78
1．27　　　　　0．97
0．64　　　　　0．69

お 茶

ピーマ ン

セ ロ リ

パ セ リ

LOg　　　　　l、44　　　　　1．14　　　　　1．41
0．33　　　　　0．31　　　　

−0．09　　　　　0．4，4
− 0．56　s

　− O，2　北
　一〇．32ab 　　O．44　b

− 0，61　e

　　−0．57　　　　−0．14　ue’
　　　0，38　，

a、b ： 同 じ行中 の 異 な っ た ア ル フ ァ
ベ

ッ ト間 につ い て 5％の 危

　 　 険率 で 有意差有 り

い 人 の 方が 嗜好度 は高 か っ た。また，塩辛 に つ い て も有意

差 は なか っ た が，低 識 別 能 の 人 の ほ うが 好 む 傾 向を示 した。

味噌汁 に つ い て は，5％ の 危険率 で 有意 差 が み られ 甘 味 の

感度が 良 い 人の 方が味噌汁の 嗜好度が高かっ た 。

　大富 ・田 島 の 報告
⊥9）

で は，官能検査 （正解数） の 識別

能力と嗜好との 関連性 で，味覚感受性が 高 い と嗜好性が低

い 傾向が あ る とい う結果を得て い る。今回 の 調査 に お い て

は 5食品中 3食品で は 味覚感受性 が良い 人の ほうが 嗜好性

は 高い 傾向 に あ っ た。しか しな が ら セ ロ リ と塩 味 ，味 噌 汁

と甘味 の 間 に 食味上 の 関係が 深 い と は 言え ない 。食 品 の 食

味と呈味液 に関係 が あ る組み 合 わ せ で 味覚感受性 に よ り嗜

好度 に 有意差が 認 め られ たの は．グ レ
ー

プフ ル
ー

ツ と塩辛，

漬物で あ る。特に，塩味 に対す る味覚感受性が高 い 人が塩

味刺激 の 強 い 塩辛や漬物 な どの 塩味食品の 嗜好度が低い こ

と は学 生 と高齢者共通 に 認め られ た。こ の こ とか ら，塩味

に つ い て は 感受性 の 低 い 人 の ほ うが，塩 味 食 品 に 対 す る嗜

好度 が 高 い こ とが 推察 され た。そ の ほ か の 食 品 に 対 す る 嗜

好 と認知閾値 の 間 に は意味 の ある 関係が認 め られ なか っ

た。

要　　約

　若年者 （19〜21 歳） と 65 歳 以 上 の 高齢者 を対象 と し，

味覚感受性 の 違い や 性 差 を明 らか に す る と と も に，食 品 嗜

好 調 査を行 い ，味覚閾値 と食品嗜好 と の 関連 に つ い て 検 討

した。そ の 結果以下 の こ とが明らか と なっ た 。

1．高齢者 は塩化ナ トリ ウ ム お よび クエ ン 酸の 検知閾値が

　学生 に比 べ て有意 に高く，シ ョ 糖 につ い て も高齢者女子

　は有意 に 高 か っ た 。 認知閾値も高齢者は シ ョ 糖 とク エ ン
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表 6．学生 の 味覚感受性 と食品嗜好度

塩 味 甘味 酸味

グル ープ分類 高識 別 能（34人 ）低 識別 能 （74 人） 高識別能（17人）低 識別能 （91 人 〉 高識 別 能 （14人）低 識 別能 （94人 ）

ようか ん

饅頭

あ め

アイスクリ
ー

ム

夏み か ん

レ モ ン

甘 味食品

酸味食品

塩 味食 品

苦味食品

グレ
ー
プフル

ー
ツ 鑿

獵 羅 讌 韃

梅干

塩 辛

　　　　一〇、09　　　　　　　　　− 0．27

　　　　　0．09　 　 　　 　 0．03

　　　　　0．59　 　 　　 　 0．35

　　　　　1．47　　　　　　1．15

　　　　　0．79　 　 　　 　 0．53

　　　　　0．09　 　 　　 　 0．16

　　　　　LO3 　 　 　 　 　 　 0．66

　　　　　0．工2　 　　 　　 0，27

難攤葦葦灘讐
　　　　　0．85　 　　 　　 0，57

　　　　　1、06　　　 　　　 0．96

　　　　　0．82　　 　　 　 0、70

　　　　　1、44　　 　　 　　 1，19

　　　　　0．47　　 　　 　 0，26

馨鱗爨韈纏難欝鑾器繰鞴i馨輯
　　　　

一
〇．29　　　　　　　　　

−O，73

一〇．24　　　　　　　　　
− 0．21

　0，00　　 　　 　 0，05

　0．35　　 　　 　 0．44

　1．29　　 　　 　　 1、24

　0、76　 　　 　　 0．58

　0．00　 　　 　　 0，16

　0，82　 　　 　　 0．77

　0．24　　　　　 0，22

−Q．12　　　　　　　　　
−0．18

　0．24　　 　 　　 0．62

　0．59　 　 　 　 　 　 0．67

　L65　　　　 　　 1．05

　0．53　　 　 　　 0．78

　1．29　　　　　　1．09

　0．06　　 　 　　 0．33

−O、29　　　　　　　　　
− 0．56

−0．47　　　　　　　　　　　− 0．61

　　　　　0，00　　 　　 　
−O．22

　　　　 0．21　　 　 　　 0．02

　　　　 0 、57　 　 　 　 　 　 0．40

　　　　　1．43　 　　 　　 1，22

　　　　　1，07　　 　　　　 0．54

　　　　 0．20　 　　 　　 0．12

播騰韈講轡攤鑿韆韆鑿難鼕
　　　　 0．07　　　　 　　 0、24

　　　−0．40　　　　　　　　　−0 ．13

　　　　 0．47　　　　 　　 0．56

　　　　 0．93　　　　 　　 0，62

　　　　 0、93　　　　 　　 1．00

　　　　 0，60　 　 　　 　 0、76

　　　　 1．47　 　　　　　 1．24

　　　　 0、27　 　 　　 　 0．34

　　　
−0．07　　　　　　　　　

−0．45

　　　
− 0．20　　　　　　　　　　　−0．66

漬物

た らこ

味噌汁

塩 鮭 于 物

　愚鰐
灘講
緲 翻懲

贈 織覊

鞴 零覊

驪 讐

お茶

ピーマ ン

セ ロ リ

パ セ リ

プ ロ ビ ッ ト法 に て 求 め た各認知閾値 よ り低濃度で 識別 した 人を高識別能，高濃度で 識 別 した 人 を低識 別能 と した。
＊
p ＜0．05　

＊＊

p く0．01

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表 7．高 齢 音 の 味覚 感 受性 と食 品嗜好度

塩味 甘味 酸味

グル
ー

プ分類 高識別能 （12 人）低識別 甫旨（42 人 ）
’
高識 別能 （7人 ） 低 識 別 能 （47人 ） 高 識 別 能 （16 人 ）低識 別 能 （38 人）

よ うか ん

饅 頭

あめ

アイス クリ
ー

ム

夏み か ん

レモ ン

甘 味食 品

酸味食晶

塩味 食品

苦味食品

グレープフル
ー

ツ

梅十

塩 辛

　　　　　0．58　 　　　　　 0．67

　　　　　 0，58　 　 　 　 　 　 0．62

　　　　　0．33　 　　 　　 0、50

　　　　　0．67　　　 　　　 0．95

　　　　　0．42　　　 　　　 0．50

　　　　
−0，17　　　　　　　　　　0．12

　　　　　0．08　 　　 　　 0，62

　　　　　0．75　　　　　 　 0．48

…雛蠡籥戀貔垂蘿襲鑷簸蚤蠱飜

嚢蒹鞋馨馨馨睡響韃難難婁｛韃雛無聾器撫鞋鞋蠱匪蹠郵難
　　　　　0．58　　 　　 　 0，55

　　　　　0．83　　 　　 　　 1．17

　　　　　0．67　　　　　 　 0．67

　　　　　1．25　　　　　 　 1．31

　　　　　0．42　 　　 　　 0．17

　　　　　0．00　 　 　 　 　 　 0．17

　　　　　0，25　 　　 　　 0．14

　　　　　0、86　　 　　　　 0．62

　　　　　1，14　　 　　　　 0．53

　　　　　0．71　 　 　　 　 0．43

　　　　　1．29　 　　 　　 0．83

　　　　　1ユ4　 　 　 　 　 　 0．38

　　　　　0，29　　 　　　　 0．02

　　　　　0．29　　 　　 　 0．53

　　　　　0．43　　　　 　　 0．55

　　　　　0，00　　　　 　　 0．04

　　　　　1．00　　　　 　　 0．83

　　　　　0．43　　 　　 　 0．57

靆糧撚毒懸蠶毳難懿韈軽慧爨蕊
　　　　　1、14　 　　　　　 0．60

　　　　　1．43　 　 　 　 　 　 1．28

　　　　　0．29　 　　　　　 0．21

　　　
−0．14　　　　　　　　　　Q，17

　　　　　0，00　 　 　　 　 0．19

　0．38　　 　　　　 0，76

　0，50　　 　　　　 0．66

　 0，13　 　 　 　 　 　 0 ．61

　0．69　　 　　 　 0．97

　0．56　　 　　 　 0．45

　 0．06　 　 　 　 　 　 0．05

　0．63　　　　 　　 0．45

　0．63　　　　　 0．50
− 0，19　　　　　　　　　0，13

　0．81　　　　　 0、87

　0、44　 　　　　　 0．61

　1．13　 　　　　　 LO8

　0．81　　　 　　　 0．61

　1．56　 　　　　　 1，18

　 0，19　 　 　 　 　 　 0．24

　0．44　 　　　　　 0．00

0 ．31　　 　　 　 0，11

漬物 鯊
た らこ

味噌汁
鵬蠡　

广
攤
験嬲

塩 鮭干物

お茶

ピー
マ ン

セ ロ リ

パ セ リ

プ ロ ビ ッ ト法に て 求め た各認知閾値 よ り低濃度で 識別 した 人 を高識 別能、高濃度 で 識 別 した人 を低 識 別能 と した。
＊
pく0．05　

＊ ＊

p 〈0、01
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高齢者の 味覚感受性 と食品嗜好

　酸 は学生 に 比べ て 有意 に 高 く，塩 化ナ トリウ ム つ い て も

　高齢者男于は 有意 に 高か っ た 。 こ れ らの 結果か ら，加齢

　に よ り，塩化 ナ トリ ウ ム ，シ ョ 糖お よび クエ ン 酸 の 感受

　性が 低下 して い る こ とが分か っ た。

2 ．高 齢 者 は ク エ ン 酸 の 感 受 性 に 性 差 が 認 め られ，男 子 は

　女 子 よ り感受性が 低下 して い た。

3，プロ ビ ッ ト法 に よ り分析 した閾値 は，シ ョ糖 の 検知閾

　値を除い て，学生女子，学生男子，高齢者女子，高齢者

　男子 の順 に大 き くな っ て い た。

4 ．三 味の 閾値合計と各呈味物質の 閾値間で 強 い 相関 が 認

　め られ，全 体的 な味覚感受性 の 良い 人 は各呈 味物質 に つ

　 い て も感度 の 良い こ とが示唆 され た 。

5 ，食品嗜好性 と味覚感受性 の 関連 に お い て ，塩 化 ナ ト リ

　ウ ム の 感受性 が 低 い 人 は 塩辛や漬物の よ うな 塩味 の 強 い

　食品の 嗜好性 が 高 か っ た。そ の他 の 食品嗜好と味覚感受

　性 の 間 に意 味 の あ る 関係 は 認 め られ な か っ た。

　木研究 を行 うに あた りご 協力い た だ きま した 森川 加奈子

様 お よ び調 査 に 参加 して くだ さ っ た 高齢者，学生 の 皆様

に感謝 い た し ます。
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和文抄録

　塩化 ナ トリ ウ ム ，シ ョ 糖お よ び クエ ン 酸 の 検知 お よ び認 知閾値 を測定 して ，加齢 お よび 性差 の 味覚感受性 に 及 ぼす影響

につ い て 検討 した。また，食物 嗜 好 と味 覚 感 受性 の 関 係 につ い て も調 べ た。被験者 は 65歳以上 の 男子 22 名，女子 32 名，

お よ び 20歳前後 の 男子 54名，女子 54名 で あ る。加齢に よ る味覚へ の 影響 は 顕 著 に見 られ た 。高齢者 は 若者 に 比べ 統計

的 に有意 に高 い 検知閾値 を塩化ナ ト リウム と クエ ン 酸 につ い て示 し，認知閾値にお い て は シ ョ 糖と ク エ ン 酸 につ い て 示 し

た 。 ク エ ン 酸 に つ い て は性差 も認め られ，高齢者男子 は高齢者女子 よ りも クエ ン 酸 の 感受性が 低 か っ た。プ ロ ビ ッ ト法 に

よ り分析 したすべ て の 閾値 は，シ ョ 糖 の 検知閾値 を除 い て ，若年者女子，若年者男子，高齢者女 子，高齢者男子 の 順 に高

くなっ て い た。塩化ナ トリウ ム に対す る感度 の 低 い 人 は漬物，あ る い は 塩辛の よ うな 塩 辛 い 食物 を 感度の 良い 人 よ りも好

ん で い た。味覚感受性 と食 品 嗜好の 関係 につ い て は ほ か に は 認め られ なか っ た。
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